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Online Book Talk／巣ごもり読書会 

【参加方法】
参加用URLはご登録いただいたメールアドレスに当日正午までにお送りします。

【主催】
科研費基盤研究(A) イスラーム・ジェンダー学と現代的課題に関する応用的・実践的研究（代表：長沢 栄治）

【問い合わせ先】
イスラーム・ジェンダー学科研事務局

Chaplaincyチャプレンシーとは、キリスト教の牧師を指すchaplainから来た語
ですが、近年は宗教の種類を問わず、病院、刑務所、軍、学校等において、宗教
的なケアやアドバイスをおこなう実践を指す言葉として使われています。今回
紹介する書籍では、イギリスにおけるムスリムを対象とした宗教的ケア・アドバ
イスに関して、実践者の活動の場や人材育成、それぞれの取り組みから見えて
くる政治的な状況が記述され、考察されています。

日本において、ムスリムに対する宗教的ケアや宗教的配慮が議論される場合、
食事や薬品のハラール対応や礼拝場の設置、男女間接触回避の対応、女性の
ベールの着用などが注目されがちです。しかし、ムスリム・チャプレンシーの活動
を知ると、それがより広範囲な社会生活に関連した相談・支援活動、そしてムス
リムがマイノリティとして生活する社会における権利擁護とも結びつく状況が見
えてきます。

今回の巣ごもり読書会では、日本やその他の国での取り組み等についても情報
交換ができたらと考えています。

【今回の課題図書】
Sophie Gilliat-Ray, Mansur Ali and Stephen Pattison, Understanding Muslim Chaplaincy
 (AHRC/ESRC Religion and Society Series), 2016, Routledge. (First published by Ashgate Publishing in 2013)
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